
 

会 議 名 第６回新城地域協議会 公  開 

日  時 
令和８年９月１０日（木） 

午後７時００分～午後８時１５分 
場  所 

市役所本庁舎 

４階会議室 

出 席 者 

（委員） 

西尾泰昭、権田康之、カークランド陽子、陶山典男、杉浦史佳、佐本達俊、

今泉澄夫、藤田雅久、松浦正行、中川享子、野末茂、村松敬史、鈴木雅晴、

白柳明美、鵜飼正智、安形元成、福本克司、 

（事務局） 

市民自治推進課：菅野参事、林主任 

新城自治振興事務所：今泉所長、藤本主任 

欠 席 者 
矢賀美紀代、右田光也、今泉栄、 

神藤早弥香 
傍 聴 者 ２名 

配布資料 

次第、 

資料１新城地域自治区予算検討、活動交付金事業検討の進め方 

資料２新城地域計画推進の検討＜事業等実施計画案策定シート＞ 

資料３新城地域協議会だより第６０号（案） 

資料４新城地域自治区予算事業に関する建議書（案） 

資料５令和９年度新城地域自治区地域活動交付金募集要項（案） 

資料６令和９年度新城地域自治区地域活動交付金事業募集チラシ（案） 

資料７新城市地域自治活動備品整備事業補助金交付要綱の一部改正に 

ついて 

 

議題・議事・発言等（要点記録） 

１ 開会 

  会長あいさつ 

 

２ 議事 

（１）地域協議会事業検討スケジュールについて 

 事務局より、地域自治区予算事業及び地域活動交付金事業の検討状況について、第２

回地域協議会で決定した事業検討スケジュールと比較しながら説明された。 

（２）令和９年度地域自治区予算事業計画案について 

 事務局より、計画案に含まれる各事業の内容、及びそれら事業について手段・評価方

法など今後検討すべき事項が残っていることが説明された。 

以下のとおり意見交換をし、認識のすり合わせをした。 

【新城小学校整備事業】 

〇小学校ボランティアとはどういう人なのか。また、地域活動団体とは具体的にどうい 

う団体なのか。 

⇒小学校ボランティアは、学校が募集しているボランティアで、畑の管理や子どもへの 

指導など、さまざまな活動を行っている。 

⇒地域活動団体は、地域活動交付金を申請している団体などが該当するが、すべての団 

体を把握はできていない。まずは把握している団体に声をかけ、交流の中で参加者の

輪が広がっていくことを目指す。 

〇読み聞かせなど、活動する時間帯や曜日がそれぞれ異なる。そうした人たちが同じ場 

所に集まる必要性が本当にあるのか。スポットクーラー等を整備しても、実際に使う

か分からないのではないか。 
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⇒ボランティア同士の交流がないため、誰が何をしているのか分からない現状がある。 

実際に、別の活動団体との交流をきっかけに、畑のボランティアを手伝う人が増えた

事例がある。交流することで「この人に頼める」「協力してもらえる」といった関係

が生まれるため、交流の場には意味がある。 

⇒この事業は、そもそもボランティアや地域活動団体が交流する場をつくることを目的 

として検討している。使わないことを前提にするのではなく、使いやすい環境を整え

ることで、交流を呼び込むための環境づくりと考えればよいのではないか。 

⇒スポットクーラーは準備室に置いておくだけでなく、子どもたちが体育館等で活動す 

る際の暑さ対策として活用すれば、より有効に使えるのではないか。ただし、スポッ

トクーラーがあることで「エアコンは必要ない」とならないよう注意が必要。 

〇地域活動団体や区長会などが利用できるよう、拠点に印刷機器を設置してほしい。 

 

 本議事について以下①②の一括採決を行い、賛成多数で可決した。 

 ①募集期間を９月１８日から１０月７日までとし資料３のとおり意見募集をする。 

 ②計画案を見直すべき地域意見が出なければ、資料４のとおり建議書を提出する。 

（３）令和９年度地域活動交付金事業募集要項（案）について 

 事務局より、第４回新城地域協議会で交付率の見直しが決定したことを踏まえ、募集

要項（案）と募集チラシ（案）の説明がされた。 

以下のとおり意見交換をし、認識のすり合わせをした。 

〇交付率の見直しをしたため、交付金の上限額は１００万円ではなく９６万円ではない 

か。 

⇒対象経費が１００万円の事業であれば交付金の上限額は９６万円だが、対象経費が１ 

５０万円の事業を例にすると、交付金の上限額は１００万円となる。 

 

 本議事について以下①②の一括採決を行い、賛成多数で可決した。 

 ①資料５のとおり募集要項を決定する。 

 ②資料６のとおりチラシを決定する。（行政区回覧は１１月） 

（再）（１）地域協議会事業検討スケジュールについて 

 議事（２）（３）の議論により決めておくべきことが決定したため、地域協議会開催

スケジュールについて、地域自治区予算事業計画案を見直すべき意見が地域から提出さ

れなければ第７回新城地域協議会（１０月２２日（木）開催予定）を開催しないことと

して、賛成多数で可決した。なお、開催する・しないの判断は地域意見募集締め切り後

に会長と事務局で判断し、いずれの場合でも事務局から委員に通知することとした。 

（４）建議後の市長との意見交換会テーマについて 

 事務局より、しんしろ地域計画の主要な柱である「つながり」を取り上げ、「地域の

つながりをつくるには」をメインテーマとし、それに基づく細かな３つのテーマを設定

する提案がされた。 

 以下、質疑応答や意見 

〇テーマは設定しないといけないのか。 

⇒設定しなくてもよい。設定するかどうかも含めて検討をお願いしたい。 

〇テーマは細かくしなくても、人口減少、魅力ある新城にしていくにはなど、もう少し 

大きなテーマにした方が良いのでは。 

 

 本議事について、「地域のつながりをつくるには」を大きなテーマとし、自由に意見

交換を行うとして、賛成多数で決定した。 

３ 報告 



3 

 

（１）新城地域自治活動備品整備事業要綱 附則の経過措置について 

 事務局より、本事業により整備された備品の処分制限期間について、適切な管理をす

る必要があることを資料７（対象区長宛て通知）を参照して説明された。 

４ その他連絡事項 

（１）第７回新城地域協議会について 

 令和８年１０月２２日（木）午後７時から 市役所４階会議室 

２ 議事（再）（１）で可決したとおり、地域意見の提出状況により開催を判断 

（２）新城地域自治区予算建議 

 令和８年１１月５日（木）午後７時から 市役所４階会議室 

（３）１０月１日（木）以降の市役所会開庁時間について 事務局より説明がされた。 

（４）地域協議会委員報酬（４月～９月分） 事務局より振込予定日が説明された。 

 

５ 閉会 
 

 


